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も
ら
い
泣
き
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
待
望
久
し
い
世
紀
に
わ
た

る
日
本
人
の
快
挙
で
あ
り
ま

す
。

　

感
動
と
涙
と
い
え
ば
、
マ

ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
１
週
間
前
に
開
催
さ
れ
た

競
泳
日
本
選
手
権
で
４
種
目

す
べ
て
に
優
勝
し
、
リ
レ
ー

メ
ン
バ
ー
と
し
て
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
に
内
定
し
た

池
江
璃
花
子
選
手
で
す
。
大

粒
の
涙
で
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
る
姿
に
感
動
し
、

も
ら
い
泣
き
い
た
し
ま
し
た
。

３
年
前
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
ル
候
補
と
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

白
血
病
に
罹り

患か
ん

し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
の
夢
は
東
京
か

ら
パ
リ
に
替
え
、
つ
ら
く
長

い
闘
病
生
活
を
経
て
半
年
前

に
プ
ー
ル
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
本
大
会
に
参
加
で
き
る

だ
け
で
も
う
れ
し
い
と
語
っ

て
い
た
の
に
、
ま
さ
か
優
勝

　

世
界
最
高
峰
で

あ
る
男
子
ゴ
ル
フ

メ
ジ
ャ
ー
大
会
の

〝
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
〞
を

制
覇
し
た
松
山
英

樹
選
手
に
最
大
の

賛
辞
を
送
る
と
と

も
に
、
最
高
の
感

動
を
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
は
、
毎
年
日
本
時
間
の

早
朝
よ
り
、
予
選
・
決
勝
ラ

ウ
ン
ド
の
４
日
間
を
テ
レ
ビ

中
継
し
て
お
り
、
今
年
も
普

段
よ
り
早
起
き
し
、
応
援
・

観
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。
３

日
目
後
半
か
ら
の
神
懸
か
っ

た
プ
レ
ー
の
連
続
で
優
勝
を

引
き
寄
せ
ま
し
た
が
、
勝
負

は
油
断
禁
物
。
最
終
日
の
最

後
ま
で
精
神
を
集
中
し
た
堅

実
な
プ
レ
ー
は
実
に
見
事
で

し
た
。
優
勝
の
瞬
間
、
実
況

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
解
説
者
の

感
涙
で
全
国
の
視
聴
者
も
、

し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
の
内
定
に
選
ば
れ
る
と
は

本
人
も
思
い
を
超
え
る
驚
き

が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
称
賛
す
る
の
は
夢

を
諦
め
ず
、
長
く
厳
し
い
試

練
を
克
服
し
た
努
力
と
精
神

力
の
強
さ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
快
挙
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
さ
ら
な
る
夢
と
希

望
が
膨
ら
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
の
勝
者
の
み

に
贈
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
ま
と
っ
た
松
山
選

手
の
姿
と
笑
顔
に
さ
わ
や
か

な
新
緑
を
感
じ
ま
し
た
。
匝

瑳
市
が
一
番
光
り
輝
く
新
緑

を
迎
え
ま
す
が
、
感
染
力
が

強
く
重
症
化
し
や
す
い
と
い

わ
れ
る
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
急

速
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
３
密
を
避
け
、
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
策
の
万
全
を
講
じ

て
本
市
の
魅
力
を
確
認
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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日
朗
の
生
誕
地

野
手
を
歩
く

　

鎌
倉
時
代
、
日
蓮
宗
を
開

い
た
日
蓮
の
弟
子
に
日
朗
が

い
ま
す
。
日
朗
は
下
総
国
の

生
ま
れ
と
さ
れ
、
野
手
（
野

田
地
区
）
の
朗
生
寺
が
ゆ
か

り
の
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

知
人
か
ら
日
朗
に
関
す
る

資
料
提
供
と
し
て
、
２
０
１

９
（
平
成
31
）
年
１
月
池
上

本
門
寺
（
東
京
都
大
田
区
）

で
第
二
祖
日
朗
菩
薩
第
七
百

遠お
ん

忌き

が
行
わ
れ
た
際
に
、
本

門
寺
霊
宝
館
が
発
行
し
た
報

恩
記
念
誌
の
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
日
朗
の
出
生

地
を
４
０
０
年
ほ
ど
前
の
記

録
に
「
下
総
国
能
手
郷
」
と

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
匝

瑳
郡
野
手
村
」
が
伝
承
し
て

い
ま
す
。

　

同
寺
に
は
、
１
７
２
３

（
享
保
８
）
年
日に

ち

顗ぎ

上
人
に

よ
り
建
て
ら
れ
た
「
日
朗
聖

人
生
誕
地
供
養
塔
」
が
あ
り

ま
す
。

　

日
顗
は
木
積
村
（
豊
栄
地

区
）
に
生
ま
れ
、
10
歳
で
出

家
得と

く

度ど

し
、
飯
高
檀
林
な
ど

に
学
び
同
檀
林
の
化け

主し
ゅ

（
檀

林
長
）
も
勤
め
ま
し
た
。
木

積
・
円
實
寺
は
日
顗
の
最
初

の
師
が
開
き
、
隠い

ん

棲せ
い

し
た
と

さ
れ
ま
す
。

　

日
顗
は
碑
の
造
立
に
あ
た

り
野
手
村
の
領
主
や
門
弟
、

信
者
な
ど
の
協
力
を
得
た
と

さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
塔

の
下
段
、
基
礎
部
分
に
刻
ま

れ
た
内
容
で
す
。
塔
が
立
っ

た
１
７
２
３
年
時
点
で
野
手

村
を
含
む
近
隣
10
余
カ
村
に

日
朗
の
遺
徳
を
信
仰
す
る

「
朗
師
講
」
が
存
在
し
た
こ

と
で
す
。
檀
林
が
所
在
す
る

飯
高
村
城ね

ご
や下

、
同
仲
台
、
内

山
本
村
、
同
新
田
、
鏑
木
本

村
（
旭
市
）、
万
力
（
旭
市
）、

木
積
、
久
方
、
吉
田
、
谷
辺

（
八
辺
）、
八
日
市
場
、
椿
村

な
ど
の
村
む
ら
で
す
。

　

こ
の
供
養
塔
は
江
戸
で
製

造
さ
れ
た
よ
う
で
、
小
見

川
（
香
取
市
）
ま
で
舟
便
で
、

そ
こ
か
ら
野
手
村
ま
で
は
朗

師
講
の
人
た
ち
の
手
で
輸
送

さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

本
紙
（
令
和
２
年
５
月

号
）
で
紹
介
し
た
「
日
朗
の

石
塔
」
で
も
香
取
郡
内
に
60

を
超
え
る
朗
師
講
が
確
認
さ

れ
、
そ
れ
ら
は
幕
末
ご
ろ
ま

で
存
続
し
た
の
で
し
ょ
う
。
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朗
生
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あ
る
日
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生
誕
地
供
養
塔

光
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